
■研究の背景
炭化ケイ素（SiC）系材料は軽量で優れた高温高強度特性を有することから、次世代の構造材料

として近年注目されています。SiCを構造材料として実用化させるためには金属材料との接合技術
が重要となっています。そこで、SiCとステンレス鋼を接合する前処理として、凹凸によるSiCへ
のアンカー付与、無電解および電解ニッケルめっき処理による接合用表面処理を開発しました。
この表面処理層とSUS304ステンレス鋼のレーザー溶接を行い、SiCとステンレス鋼の接合技術の
開発を行いました。

■研究の要点
１．SiCへのアンカー付与、無電解および電解ニッケルめっき処理条件を検討し、接合用表面処理

技術の開発
２．SiC上の表面処理層とステンレス鋼のレーザー溶接技術の開発

■研究の成果
１．SiC材料とステンレス鋼を溶接するための表面処理技術を開発しました。
２．表面処理を施したSiCとステンレス鋼のレーザー溶接技術を開発しました。
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※本研究開発で使用したファイバーレーザ加工装置は、JST拠点整備事業により整備されました。
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図１（a）アンカー付与したSiC材料、
　　（b）無電解および電解ニッケル
　　を施したSiC材料 

図２ 表面処理を施したSiCと
　　 ステンレス鋼とのレーザー
　　 溶接 

図３ レーザー溶接後の外観写真
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